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  特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、下記のとおり特別損失を計上する見込みとなりましたのでお知らせいたします。 

また、最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 5 月 7 日に公表いたしました平成 23 年 3 月期の第 2 四半期累計期

間及び通期の業績予想（連結・個別）を下記のとおり修正し、併せてお知らせいたします。 

記 

１．特別損失の計上について 

当社の駐車場事業を運営する連結子会社である株式会社ミウラクリエイトは、将来キャッシュ・フローが帳

簿価額を著しく下回った営業権について、減損損失 74 百万円を特別損失に計上する見込みとなりました。 

 

２．業績予想の修正について 

       （金額の単位：百万円） 

（1）平成 23 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間業績予想数値の修正（平成 22年 4 月１日～平成 22 年 9月 30 日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円
8,220

百万円
70

百万円
40

百万円 
△280 

円 銭
△11.85

今回発表予想（B） 7,895 24 △8 △472 △20.02

増減額（B－A） △325 △46 △48 △192 － 
増減率（％） △4.0 △65.7 － － － 
(ご参考) 前期第 2 四半期実績 
(平成22 年 3 月期第2 四半期) 

7,564 △213 △225 △497 △20.98

 

（2）平成 23 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22年 4 月 1日～平成 23 年 3月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円
16,530

百万円
240

百万円
190

百万円 
△160 

円 銭
△6.77

今回発表予想（B） 16,150 240 160 △340 △14.40

増減額（B－A） △380 － △30 △180 － 
増減率（％） △2.3 － △15.8 － － 
(ご参考)前期実績 
(平成 22 年 3月期) 

15,585 △465 △495 △936 △39.57
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（3）平成 23 年 3 月期第 2 四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 22年 4 月１日～平成 22 年 9月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円
7,120

百万円
20

百万円
10

百万円 
△300 

円 銭
△12.70

今回発表予想（B） 6,828 22 14 △380 △16.10

増減額（B－A） △292 2 4 △80 － 
増減率（％） △4.1 10.0 40.0 － － 
(ご参考) 前期第 2 四半期実績 
(平成22 年 3 月期第2 四半期) 

6,472 △229 △214 △477 △20.15

 

（4）平成 23 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22年 4 月 1日～平成 23 年 3月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円
14,300

百万円
100

百万円
80

百万円 
△250 

円 銭
△10.58

今回発表予想（B） 14,000 150 120 △300 △12.70

増減額（B－A） △300 50 40 △50 － 
増減率（％） △2.1 50.0 50.0 － － 
(ご参考)前期実績 
(平成 22 年 3月期) 

13,402 △509 △488 △916 △38.70

 

（5）修正の理由 

（連結） 

当社グループを取り巻く経営環境は企業の広告宣伝費の圧縮やＩＴ化の進展に伴う印刷需要の減少によ

り市場規模が縮小する中、厳しい競合環境が続いております。 

このような環境下において、平成22年4月より新たにスタートさせた中期経営計画に基づき、売上の拡大

に努める一方で、経営基盤の一層の強化を図るため、希望退職制度の実施をはじめ、材料費、外注費、諸経

費などの全ての費用においてコスト削減施策を強力に推進してまいりました。 

上記の取り組みの結果、6月以降業績は回復し、8月からは営業黒字が定着したものの、前回発表いたしま

した業績予想の数値には至らず、売上高、営業利益、経常利益については、前回発表を下回る見込みとなり

ました。当期純利益については、固定資産の見直しによる除却損の計上及び連結子会社の駐車場事業営業権

について、減損損失を計上する見込みとなったこと等により、前回発表予想を下回る見込みとなりましたの

で、業績予想を修正いたします。 

（個別） 

厳しい経営環境が続く中、売上の拡大に努める一方で、経営基盤の一層の強化を図るため、希望退職制度

の実施をはじめ、材料費、外注費、諸経費などの全ての費用においてコスト削減施策を強力に推進してま

いりました。 

この結果、売上高については前回発表を下回る見込みとなりましたが、営業利益及び経常利益につきまし

ては、前回発表予想を上回る見込みとなりました。また、当期純利益については固定資産の見直しによる

除却損の計上等により、前回発表を下回る見込みとなりました。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点における入手可能な情報に基づいて算出しておりますが、今

後の様々な要因により業績予想とは異なる結果となる可能性があります。 

 

以  上 


